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は後を絶たず , 社会現象として考えられるようになった . 本調査の目的は , 阪神・淡路大震
災によって被災した人々の孤独死の背景とその特徴を明らかにし , 災害看護支援の重要性
について検討することとした . 調査の方法は , 被災地にある神戸新聞の朝刊と夕刊の死亡欄
から被災し , 孤独死と考えられる人々に関連する記事について情報収集を行った . 調査の項
目は , 記事の中から情報収集が可能であった年齢 , 性別 , 家族形態 , 自分が住んでいた地域
内の仮設住宅へ入居し生活していたか , 職業の有無 , 仮設住宅に住んでいた期間 , 孤独死と
考えらえる死因 , 死が確認された時間的経過 , 孤独死と考えられる人の第一発見者とした . 
調査期間は , 阪神・淡路大震災後の1995年 1 月17日から1997年 4 月30日までとした . 調査の
結果 , 明らかになったことは , 男性の50代から60歳代に孤独死が多く , 一人暮らしで経済的
に困窮状況にあり , 仮設住宅という質が保ちにくい居住環境，健康状態の低下や悪化があ
り疾患を持っている人たちは , 孤独死の傾向にあった . 災害で被災し健康 , 生活 , 社会的な
様々な課題を抱える人たちに対して , 災害時要支援者として複合的な視点でとらえていく
ことが重要であることが考えられた . そして , 日常に即したきめ細やかな支援や人と人がつ
ながっていくことを支えていく看護支援が求められていると言える .
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年代 総数（割合%） 男性（割合%） 女性（割合%）
30代 2   （2.1） 2   （2.8） 0      （0）
40代 9   （9.6） 8     （11） 1   （4.5）
50代 18  （19.1） 15  （20.8） 3  （13.6）
60代 40  （42.6） 33  （45.8） 7  （31.8）
70代 13  （13.8） 11  （15.3） 2   （9.1）
80代 12  （12.8） 3   （4.2） 9  （40.9）


















1 週間以内 3   （4.6）
1 週間以上～ 1 ヶ月以内 1   （1.5）
1 ヶ月以上～ 3 ヶ月以内 6   （9.1）
3 ヶ月以上～ 6 ヶ月以内 8  （12.1）
6 ヶ月以上～ 9 ヶ月以内 8  （12.1）
9 ヶ月以上～ 1 年以内 14  （21.2）
1 年以上～ 1 年 3 ヶ月以内 8  （12.1）
1 年 3 ヶ月以上～ 1 年 6 ヶ月以内 8  （12.1）
1 年 6 ヵ月以上～ 2 年以内 8  （12.1）








いては,… 表 3 に示すように,… 心疾患が最も多く








り,… 最も多かったのは 2 日目に発見された人で
23.0％ ,…次いで死後 3 日目の20.9％であった.…さら
に死後 1 週間から 1 ヶ月に発見された人は16名






亡くなった当日 12  （13.2）
2 日目 21  （23.0）
3 日目 19  （20.9）
4 日目 7   （7.7）
5 日目 9   （9.9）
6 日目 4   （4.4）
１ 週間から 2 週間以内 8   （8.8）
2 週間から 3 週間以内 6   （6.6）
3 週間から 1 ヶ月以内 2   （2.2）
1 ヶ月から 6 ヶ月以内 2   （2.2）
6 ヶ月から 9 ヶ月以内 1   （1.1）












心疾患 38  （38.4）
肝硬変 16  （16.2）
脳梗塞・脳出血 6   （6.1）
糖尿病 4   （4.0）
消化管出血 3   （3.0）
嘔吐による窒息 2   （2.0）
栄養失調 2   （2.0）
気管支肺炎 2   （2.0）
結核 1   （1.0）
凍死 1   （1.0）
高血圧 1   （1.0）
腎炎 1   （1.0）
肋骨骨折 1   （1.0）
体調崩し病院へ入退院を繰り返す 8   （8.1）




近くの住民 48  （52.7）
訪れた家族・親族 12  （13.2）
市の職員 7   （7.7）
ボランテイア 5   （5.5）
市民福祉振興協会の人 4   （4.4）
ホームヘルパー 3   （3.3）
巡回中の保健師 2   （2.2）
ふれあい交番相談員 2   （2.2）
民生委員 2   （2.2）
たずねてきた同僚・知人 2   （2.2）
通行人 2   （2.2）
電力会社の電気徴収員 1   （1.1）
ケースワーカー 1   （1.1）
総数 91（100.0）
－71－
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